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急

と

年

潜

湾

り

長
浜
港
湾
改
修
工
事
は
、
総

工
費
約
二
億
円
の
継
続
事
業
と

し
て
昭
和
二
十
六
年
度
以
来
年

々
数
千
万
円
の
工
事
費
を
投
じ

早
期
完
成
を
期
し
工
事
施
工
中

で
あ
り
ま
す
。

一
官
も
早
く
こ
の
港
を
完
成

す
る
こ
と
に
お
い
て
、
町
発
展

の
基
盤
が
礎
か
れ
て
ゆ
き
ま
す

既
に
御
承
知
の
通
り
東
防
波
堤

て
八

O
米
の
延
長
工
事
を
終
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
防
波
堤
の
延
長

は
一
時
中
止
し
、
現
在
施
工
中

の
末
永
田
漕
応
沖
、
三
千
坪
の

埋
立
工
事
(
荷
上
場
)
を
昭
和

ヨ
刊
ヨ
年
末
む
に
完
成
す
べ
く

猛
運
動
を
つ
い
ム
げ
て
お
り
ま
す

本
理
立
工
事
が
完
成
し
た
あ

か
つ
き
に
は
、
官
民
に
よ
る
埠

頭
会
社
が
設
立
さ
れ
、
公
共
施

設
だ
る
こ
の
荷
上
場
の
維
持
管

理
が
な
さ
れ
る
見
込
で
す
。
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巴

M

J

」

か

何

時

ト

汗

同

刊

誌

間

流

ド

サ

広

三

一

仰

WFJrι~一
当

事

案

り

ま

す

。

滞

納

が

な

く

な

れ

ば

ど

な

た

一

P
E
4
1
号
i
一色一」

J
A
J

先
ず
は
第
二
番
目
の
原
資
保
が
組
合
長
に
な
必
h

山

花

も

郡

「

句

〉

亀

護
の
目
的
で
差
押
歩
行
い
競
落
、
や
地
区
全
員
の
組
合
が
健
一
一
一
日
記
一
世

(JJ

ハ
て

売

す

る

こ

と

の

な

い

内

に

何

全

に

習

さ

れ

る

湾

与

{

叫

ん

、

F
Y
4
E
L
W

あ
れ
が
気
に
入
ら
ぬ
か
ら
と
一
抗
日
明
い
い

d
J
一
一
け
い
て
全
町
佐
紘
一
広
三
ぃ
λ
雪
は
誰
も
が
平
和
で
幸
福
な
生
活
富
む
こ
と
を
祈
っ
て

い

う

言

わ

け

。

一

望

ん

で

い

ま

す

。

し

し

来

る

こ

と

を

理

詰

み

ん

な

一

1
1
t

時
々
「
道
路
を
な
お
し
て
く
一

O
町
民
全
員
の
納
税
制
組
合
を
、
で
努
力
し
よ
う
だ
は
あ
り
ま
ナ
平
方
唱
え
平
方
隠
?
す
不
法
な
侵
入
者
高
ぐ
た
め
に
一
ロ

J

締
り

れ
ぬ
か
ら
」
「
下
水
を
な
お
一

i

♂
二
一
寸
ご
ょ
が
『
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

し
て
く
れ
ぬ
か
ら
」
「
ご
み
一

4

日
刊
日
同
戸
い
し
弘

?ι
信
主
乙
一
世
界
は
い
ま
平
和
、
軍
縮
を
叫
び
な
が
ら
も
、
各
国
は
自
国

を
取
り
に
来
て
く
れ
な
い
」
一
〉
)
i
t
-
-
J
J〉
〉
J

J

(
〈
{
{
t
i
t
i
Z三
一
五
勢
力
を
強
め
る
た
め
お
互
い
に
競
っ
て
い
る
笠
思
で
あ
り
ま

ね

討

訪

日

引

弘

一

届

出

を

し

て

下

さ

い

了

日

目

前

日

村

山

何

日

時

四

日

間

冗

独

立

が

直

接

税
金
を
延
ば
し
て
い
る
方
が
一

j
i
l
l
:
i
l
i
-
-
j
i
l
l
j
)

一
日
本
と
い
う
大
き
な
我
が
家
を
守
り
、
国
氏
が
安
心
し
て
暮

あ
り
ま
す
。
一
?
一
既
に
皆
さ
ん
御
一
就
ぎ
ま
し
て
は
近
日
中
に
、
一
す
こ
と
が
出
来
る
よ
よ
と
念
願
し
て
、
自
衛
隊
は
創
設
経
持

と
ん
な
云
草
は
以
て
の
他
で
一
つ

J

一
承
知
の
通
り
毎
年
一
各
戸
に
地
区
委
員
さ
ん
を
通
じ
亡
せ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
;

あ
り
ま
す
、
と
れ
は
異
議
に
一
品
仇
一
九
月
十
五
日
現
在
一
て
、
選
挙
資
格
調
査
票
を
配
付
一
又
必
要
に
応
じ
て
、
天
災
地
変
の
場
合
に
は
被
災
地
に
派
遣

も
な
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
一
一
を
も
っ
て
、
基
本
一
致
し
ま
ず
か
ら
裏
面
に
く
わ
し
一
さ
れ
、
災
害
の
復
旧
に
あ
た
る
の
も
自
衛
隊
の
一
つ
の
任
務
で

そ
れ
は
税
金
に
つ
い
て
云
よ
り
一
選
挙
人
名
簿
を
調
一
く
書
い
て
あ
る
事
項
を
よ
く
主
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
国
民
の
自
衛
隊
を
育
成
す
る
た
め
、
防

こ
と
で
な
く
、
そ
れ
ん
¥
の
一
く
一
製
す
る
こ
と
に
な
一
ん
で
記
入
の
上
、
九
月
二
十
日
一
衛
庁
で
は
本
年
度
第
二
次
陸
海
空
一
般
自
衛
官
を
堂
、
各
種

機
関
ゃ
、
政
治
的
に
解
決
さ
一
コ
一
っ
て
お
り
ま
す
一
ま
で
に
、
地
区
委
員
さ
ん
ま
で
一
白
衛
官
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

れ
る
ベ
ま
問
題
で
あ
っ
て
税
一
ィ
一
今
回
調
製
す
る
一
提
出
し
て
下
さ
い
。
一

O
二
等
除
海
空
土

金
を
納
め
ず
に
お
い
た
ら
何
一
を
一
名
簿
は
、
今
年
十
一
調
査
察
に
記
入
し
て
提
出
し
一

V
応
募
資
格
昭
和
一
二
十
二
年
一
月
一
日
現
在
で
空
会
以
上

と
か
し
ず
守
れ
る
と
い
う
性
一
章
一
二
月
二
十
日
以
後
一
て
頂
か
ね
ば
な
ら
な
い
方
は
、
一
二
十
五
五
習
中
学
卒
業
程
度

2
2有
す
る
心
実

質
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
一
均
一
に
行
わ
れ
ま
す
各
一
昭
和
十
二
年
十
二
月
三
に
警
な
る
男
子
。

計
一
位
一
一
註
一
裕
一
見
一
一
四
一
一
見
守
用
い
ら
一
十
一
日
以
前
に
生
れ
た
一
門
前
四
時
間
1
時

間

的

品

目

一

川

今

治

市

、

温

こ
と
が
民
主
々
義
の
大
原
則
一

J
一
政
界
の
変
動
に
一
日
本
人
で
あ
っ
て
、
本
一
泉
郡
小
野
村
、
大
洲
市
、
宇
和
島
市
)
で
筆
記
、
口
述
、
身

で
あ
る
~
」
と
を
思
い
起
し
ま
一
翠
一
よ
っ
て
は
、
衆
議
一
年
六
月
十
六
日
以
前
か
一
体
検
査
を
行
い
ま
す
。

し

よ

う

。

一

塁

一

議

員

の

選

挙

も

一

ら

引

続

き

長

浜

町

に

住

予

待

遇

常

(

鑑

)

内

居

住

で

被

服

食

事

等

無

料

支

給

の

位

、

月

。

滞

納

者

の

う

ち

、

誓

約

書

に

一

、

、

菜

園

行

わ

れ

る

も

の

と

一

一

額

六

千

円

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

よ
り
忠
実
に
日
掛
、
月
掛
等
一
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
所
を
ー
す
る
者
で
あ
り
一

V
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
役
場
か
、
自
衛
隊

を
行
っ
て
い
ら
れ
る
方
以
外
一
皆
さ
ん
の
御
協
力
に
よ
っ
て
一
ま
す
。
一
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
松
山
市
一
番
町
県
庁
内
電
話
二
七

O
四

は
全
員
処
分
そ
受
け
る
対
象
一
誤
り
の
な
い
正
確
な
名
簿
が
調
一
尚
出
稼
中
の
者
、
病
気
で
入
院
一
一
四
二
五
八
番
)
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。

で
あ
る
こ
と
c

一
製
出
来
る
よ
う
念
願
し
て
や
み
一
中
の
者
を
書
き
落
さ
な
い
よ
一

O
臨
海
空
幹
部
候
補
生

誓

約

書

を

入

れ

て

忠

実

に

実

一

ま

せ

ん

。

一

ラ

特

に

注

意

し

て

下

さ

い

。

一

V
応
募
資
格
一
般
、
薬
剤
昭
和
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
十
一

行
さ
れ
て
い
る
人
の
み
が
法
一

1
1
4
1
1
1
1
1
i、
1
1
4
L
i
t

一
年
四
月
一
日
ま
で
、
医
科
、
歯
科
、
昭
和
五
年
四
月
二
日
か

に

示

さ

れ

た

納

期

限

の

延

長

一

句

一

ら

昭

日

十

一

年

四

月

一

日

ま

で

に

生

れ

た

男

子

で

主

と

し

て

を

認

め

ら

れ

た

人

で

あ

り

ま

一

グ

海

外

引

揚

者

の

一

大

学

科

業

(

見

込

)

の

者

。

ド

場

過

ご

し

に

誓

約

書

と

給

付

金

手

績

は

早

目

に

グ

一

J
M
H品
川

川

口

問

、

九

月

三

十

日

、

衛

生

善

入

れ

て

実

行

し

な

い

人

、

誓

一

一

一

V
採
用
待
遇
三
十
三
年
四
月
以
降
採
用
予
定
、
教
育
中
は
一
曹

約
書
も
入
れ
な
い
人
、
と
か
一
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
引
揚
者
給
付
金
等
一
に
任
命
、
お
L
む
ね
一
年
後
三
尉
二
一
尉
と
な

2
正す。

く
の
言
い
わ
け
の
み
で
塁
誠
一
支
給
法
が
施
行
に
な
り
、
引
揚
者
、
そ
の
遺
族
一

O
陸

ピ

曹

弓

問

日

一

川

一

山

河

川

一

及

び

引

揚

前

に

死

亡

し

た

者

の

遺

族

に

給

付

金

一

」

誌

抽

出

可

長

田

見

詰

均

一

品

川

日

う
人
は
全
部
処
分
さ
れ
る
と
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
皆
様
御
一
三
年
制
短
大
に
お
い
て
則
二
単
位
以
し
を
履
修
し
た
者
。

と

に

な

り

ま

す

。

一

承

知

の

事

と

思

い

ま

す

。

一

V
受
付
九
月
二
日
か
ら
三
十
日
。

係
員
が
参
り
ま
し
た
ら
誠
意
ニ
こ
の
請
求
書
を
只
今
町
役
場
厚
生
課
で
受
付
一
マ
採
用
待
遇
三
十
三
年
四
月
上
旬
採
用
の
予
定
採
用
時
三
宮
以

を

以

っ

て

滞

納

を

ど

う

解

決

二

一

表

頃

次

昇

任

、

採

用

後

二

年

乃

至

三

年

で

幹

部

昇

進

の

道

が

す

る

か

を

御

話

合

い

下

さ

い

一

て

お

り

ま

す

。

一

M
H一L
す。

。
差
押
に
二
つ
の
意
味
が
あ
る
よ
該
当
者
は
な
る
べ
く
早
目
に
手
続
を
済
ま
せ
一
@
陸
曹
幹
部
候
補
生
志
願
者
は
直
接
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

滞

納

処

分

の

第

一

段

階

竺

て

下

さ

い

。

一

(

松

山

市

一

番

町

県

庁

内

電

話

二

七

O
四
、
四
二
五
八
番
)

差
押
で
あ
り
ま
す
。
一

1
1
1
1ト
j
i
t
t
1
1
1
1
4
1
1ト
1
1
1つ
一
へ
お
申
込
下
さ
い
。

一つ

zは
、
差
押
寝
物
件

2を
公
売
豆
二
食
中
喜
毒
の

2発生
詰
は
一
五
月
二
言j月旦
一
葉
に
最
も
多
マ
く

5すjξ
カ之

i
i
i回

2ii-ii困

し
て
滞
納
税
A金
屯
克
一
及
延
滞
金
に
一
の
え
冬
、
期
は
少
な
く
耳
気
州
温
の
上
昇
一
云
う
事
に
つ
い
て
は
未
だ
は
つ
一
つ
た
り
茸
巽
(
差
が
激
し
い
事
、
暑
一
年
同
期
で
八
十
八
名
で
あ
っ
た

充
て
滞
納
を
な
く
す
る
。
一
と
共
に
増
加
し
九
月
を
頂
点
と
一
き
り
し
た
結
論
は
出
さ
れ
て
居
二
さ
に
よ
る
身
体
の
疲
労
、
涼
し
一
の
に
対
し
本
年
は
九
十
四
名
で

二
つ
は
、
原
資
保
護
と
い
っ

τて
十
月
か
ら
再
び
減
少
し
十
一
な
い
様
で
す
竹
れ
ど
も
、
湿
気
」
さ
か
ら
の
油
断
等
が
要
因
と
な
一
死
亡
率
は
高
く
な
っ
て
来
て
居

て
滞
納
税
金
を
納
め
る
資
力
二
月
頃

1
1
H
H
Hリ
H
H
H
H一
の
多
い
梅
雨
笠
っ
て
居
る
事
も
想
像
さ
れ
ま
す
一
り
ま
す
、
出
来
る
丈
生
も
の
や

ー
な
く
な
ら
な
い
よ
う
保
主
に
は
殆
一
五
時
十
耳

l

昆
幸
一
か
ら
急
に
暑
さ
二
昨
年
は
全
国
で
食
中
毒
患
者
と
一
腐
敗
し
か
け
た
も
の
を
食
べ
な

す

る

。

一

ん

ど

無

一

£

J
同
国
↓
↓
一
世
一
が
訪
れ
、
腐
敗
二
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
が
約
二
万
一
い
様
に
し
て
お
互
の
体
を
食
中

五
口
々
全
町
内
の
町
民
と
し
て
?
な
っ
「

1
1
l
I
l
l
-
-
1川
日
一
菌
を
発
生
さ
せ

ι
八
千
三
百
名
で
し
た
、
今
年
は
一
毒
か
ら
護
り
ま
し
ょ
う
、
暴
飲

滞
納
処
分
の
強
制
執
行
は
出
一
て
行
く
、
比
の
様
な
現
象
は
毎
一
る
好
条
件
と
な
る
か
ら
で
あ
ヲ
ヱ
六
月
八
日
現
在
で
患
者
数
二
千
一
暴
食
を
つ
L
し
み
寝
冷
え
を
し

来
る
限
り
避
け
た
い
と
苧
三
年
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
辿
っ
て
一
う
と
云
わ
れ
て
居
ま
す
、
即
主
九
百
五
十
八
名
で
昨
年
ー
よ
り
は
一
な
い
事
も
食
中
毒
予
防
上
大
切

て
い
ま
す
。
一
い
ま
す
が
何
故
こ
の
九
月
を
頂
一
高
温
多
湿
か
と
思
う
と
台
風
の
一
減
少
す
る
の
で
は
無
い
か
と
思
一
な
事
で
す
か
ら
注
意
致
し
ま
し

然
し
ど
う
し
て
も
仕
方
の
な
一
点
と
し
て
六
七
八
月
の
所
謂
夏
一
影
響
に
よ
っ
て
急
に
涼
し
く
な
一
わ
れ
ま
す
が
一
方
死
亡
者
は
昨
一
ょ
う
。

滞
納
の
出
来
な

滞
納
を
整

い
方
法

哩
す
る
方
法

所別即

財
政
再
建
計
画
第
二
年
目
と

な
り
ま
し
た
、
町
民
各
位
の
絶

大
な
る
御
協
カ
に
よ
り
、
昭
和

三
十
一
日
平
度
町
税
は
再
建
計
画

目
標
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
、
厚
く
御
礼
を
申
上

げ
ま
す
。

さ
て
三
十
二
年
度
に
於
て
は

更
に
飛
躍
的
に
建
全
財
政
に
近

づ
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す

徴
税
成
積
は
向
上
致
し
ま
し

た
が
ま
だ

f
¥本
年
度
に
於
け

る
滞
納
額
は
人
員
で
一
、
一
七

五
人
、
金
額
で
三
、
八
三
八
、

二
一

O
円
あ
り
ま
ず
、
そ
の
内

一
万
円
以
上
の
も
の
が
六
四
名

一
、
九
六
七
、
四
六
五
円
と
い

う
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

滞
納
さ
れ
て
い
る
方
に
は
種

々
の
御
事
情
も
あ
る
こ
と
L
存

じ
ま
す
が
、
全
国
的
に
見
ま
し

て
も
滞
納
の
な
い
市
町
村
も
あ

り
又
滞
納
を
一
掃
す
る
運
動
・
が

各
地
に
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す

本
町
む
如
く
再
建
団
体
に
お

き
ま
し
て
は
特
に
明
る
い
町
政

建
設
へ
の
重
要
な
一
歩
と
し
て

滞
納
義
理
が
要
請
さ
れ
る
訳
で

あ
り
ま
す
。

そ
む
で
本
年
度
は
滞
納
を
な

く
す
る
為
の
強
力
な
方
途
を
様

子
る
こ
と
L
し
て
お
り
ま
す
の

で
町
民
各
位
の
御
協
カ
御
支
援

を
得
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
方
法
や
、
知
っ
て
お
い

て
い
た
ど
き
た
い
こ
と
を
左
記

に
掲
げ
ま
ず
か
ら
、
よ
く
御
承

知
置
き
下
さ
っ
て
、
滞
納
の
出

来
な
い
よ
う
又
滞
納
の
あ
る
方

は
速
か
な
整
理
方
法
を
講
じ
て

下
さ
い
。
そ
し
て
町
民
全
体
が

明
朗
な
気
持
で
町
政
を
推
進
し

て
下
さ
る
様
熱
望
致
し
ま
す
。

コU
92
ロ

O
納
税
は
お
さ
め
る
も
の
で
、

と
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

「
税
金
を
と
ら
れ
る
」
と
い

う
言
葉
ほ
ど
い
や
な
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。

字
の
一
示
す
如
く
納
税
と
は
国

民
の
義
務
と
し
て
の
税
金
を

役
場
の
窓
口
へ
納
め
て
い
た

い
て
べ
も
の
で
あ
り
ま
す
c

と
ら
れ
る
か
ら
か
く
そ
う
、

延
ば
そ
う
と
い
う
心
も
お
さ

て
九
る
の
で
す
。
全
員
納
期

ま
で
に
約
め
て
い
た
ど
く
よ

う
に
な
れ
ば
徴
収
係
の
必
要

は
な
く
な
り
ま
す
。

徴
収
係
に
要
す
る
経
替
は
み

な
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ふ
と

こ
ろ
に
か
L
り
、
そ
れ
丈
有

用
な
建
設
的
な
仕
事
に
対
す

る
経
費
が
減
る
こ
と
で
す

0

0
疑
義
は
一
刻
も
早
く
解
決
を

督
促
状
や
催
告
状
を
受
け
と

っ
て
、
は
じ
め
て
「
あ
れ
は

高
過
ぎ
る
か
ら
払
わ
な
い
ん

だ
」
と
云
う
様
な
言
訳
を
よ

〈
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

異
議
は
そ
の
年
度
の
第
一
期

の
令
書
が
出
て
か
ら
一
ヶ
月

以
内
に
し
な
い
と
効
果
が
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
「
そ
ん
な
こ
と
は
知

ら
な
ん
だ
」
な
ど
と
い
う
こ

と
な
く
、
も
し
不
審
が
あ
れ

ば
直
ち
に
役
場
に
『
書
面
』

を
出
し
て
異
議
の
申
立
て
を

し
て
下
さ
い
。

パ
ク
然
と
高
い
な
ど
と
い
う

の
は
異
議
に
な
り
ま
せ
ん
。

ど
こ
が
ど
う
し
て
高
い
か
、

ど
の
点
が
う
た
が
わ
し
い
か

を
出
来
る
だ
け
具
体
的
に
書

い
て
お
い
て
下
さ
い
。

合
併
し
て
納
税
義
務
者
の
数

は
莫
大
で
あ
り
、
係
の
職
員

は
合
併
問
の
十
九
人
か
ら
十

人
に
発
理
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
口
頭
の
場
合
や
こ
と

づ
け
の
場
合
は
忘
れ
る
こ
と

も
あ
り
勝
ち
と
な
り
ま
す
か

ら
、
是
非
書
面
で
御
願
い
致

し
ま
す
。

字
や
文
章
の
書
け
な
い
方
は

係
の
者
に
口
一
政
で
話
し
書
き

と
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

。
延
滞
金
、
延
滞
加
算
金
、
督

促
手
数
料
は
ま
ぬ
が
れ
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

個
人
で
も
金
を
か
り
た
ら
利

子
が
い
り
ま
す
。

ま
し
て
市
町
村
は
全
部
の
方

の
団
体
で
あ
り
ま
す
。

納
期
に
お
く
れ
た
税
金
に
は

必
ず
利
子
を
つ
け
て
他
の
人

々
の
迷
惑
と
な
ら
ぬ
心
で
な

け
れ
ば
明
る
い
町
と
は
な
ら

ぬ
で
し
ょ
う
。

J

「
お
れ
一
人
が
得
を
し
た
」

「
正
直
者
が
ば
か
を
見
る
の

だ
L

と
云
う
気
持
の
起
き
な

い
よ
う
に
取
扱
は
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
か
ら
.
延
滞
利
子
日

歩
六
銭
(
延
滞
金
だ
け
の
場

合
は
三
銭
)
は
必
ず
い
る
も

の
と
御
承
知
下
さ
い
異
議
の

申
立
期
間
中
で
も
一
日

f
¥

利
子
は
っ
き
ま
ず
か
ら
。

。
仕
事
を
し
て
く
れ
な
い
か

J

ら

" 
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公

、

て
の
関
心
も
深
ま
り
ま
す
。

こ
の
「
話
し
あ
い
」
の
機
会

は
弁
戸
端
の
話
し
あ
い
、
あ
る

い
は
部
落
会
、
婦
人
学
級
、
青

年
学
級
等
い
ろ
y
へ
あ
り
ま
す

が
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
グ
ル
ー

プ
で
の
話
し
合
い
で
は
身
近
な
-

問
題
を
自
由
に
と
り
上
げ
る
三
井
伊
弘

い
い
が
で
き
ま
す
し
興
味
深
く
い
一
山
下
嘉
-

ら
れ
る
だ
け
の
政
治
襲
警
一
ろ
〈
な
知
識
を
身
に
つ
け
三
吉
田
章

身
に
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
一
こ
と
が
で
か
ま
す
。
一
鶴
崎
伸
一

こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
し
℃
そ
一
本
町
で
も
選
挙
管
理
委
員
三
隅
江
栄
治
郎

の
た
め
に
は
常
日
頃
か
ら
政
治
一
が
こ
の
「
話
レ
あ
い
」
の
運
動
一
門
田
，
功

一

月

し

一

ト

直

久

雄

の
問
題
に
つ
い
て
絶
え
ず
研
究
一
に
よ
っ
て
こ
の
町
を
明
一

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
独
一
ょ
う
と
近
く
各
公
民
舘
の
方
之
上
回
久
雄

り
で
考
え
る
よ
り
も
数
人
の
人
一
と
相
談
し
て
行
う
と
と
に
な
三
以
保
久
吉

が
集
っ
て
意
見
を
交
換
し
合
い
一
て
お
り
ま
す
皆
様
の
御
協
力
互
喜
隆

話
し
合
う
じ
と
に
よ
っ
て
堅
苦
一
お
願
い
致
し
ま
す
。
一
三
好
笑
幸

し

い

政

治

の

問

題

も

実

感

と

し

一

一

て

体

得

で

き

自

然

政

治

に

つ

い

一

-

一

松

野

光

吉

.d同
封
勺
み
は
れ
-
勺
則
一
川
村

)J剖
一
叶
訓
針
叶
一
竺
山
根
安
夫

居
住
関
係
を
公
証
し
、
み
な
さ
一
付
が
受
け
ら
れ
、
就
学
、
就
職
工
東
福
栄

一

酬

一

松

原

公

愛

ん
の
権
利
の
行
使
や
義
務
の
履
一
そ
の
他
各
種
@
免
許
書
の
交
付
ニ

一

一

岡

田

龍

衛

行
を
適
正
に
又
容
易
に
す
る
も
一
を
受
け
る
場
合
に
利
用
で
き
る
二

の
で
す
。
つ
ま
り
選
挙
、
就
学
一
し
、
百
繕
D
繕
ゆ
本
nu
代
用
と
二

-
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
t
-
-
I
l
l
i
-
-
-

一
玉
弁
春
行

一

一

一

宝

生

典

隆

一

住

民

登

録

一

一

一

ぜ

ひ

届

出

の

働

行

を

一

」

浪

本

雄

功

一

一

よ

西

山

秀

雄

f
l
i
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
町
会
藤
淵
喜
明

主
食
の
配
給
、
生
活
埋
設

.
2も
な
り
ま
す
。
奪
会
転
居
芝
日
野
頼
道

税
等
は
こ
の
住
民
票
に
よ
っ
ご
住
所
が
異
動
し
た
と
き
は
、

-Fγ
徳
田
敬
四
郎

処
理
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
一
四
日
以
内
に
す
住
所
の
市
町

4
2向
井

数

美

住
民
登
録
の
届
出
を
し
て
お
一
役
場
に
居
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
一

け
ば
い
つ
で
も
住
民
票
の
写
(
一
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

婦
人
児
童
福
枇
部
会

会

長

小

泉

明器
るし iL~~!!

針t12
つ」

り
を

明

で

道
後
動
物
園
、

郷
土
嚢
術
舘
へ

の
鉱
山
料
招
待

九
月
十
五
日
よ
り
二
十
一
日

ま
で
一
週
間
県
で
は
こ
の
「
と

し
よ
り
の
区
」
を
記
念
し
て
年

令
六
十
五
才
以
上
の
お
じ
い
さ

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
を
道
後
動
物

園
、
郷
土
芸
術
舘
へ
無
料
で
招

待
致
し
ま
す
。

御
入
場
の
方
は
受
付
窓
口
で

住
所
、
氏
名
、
年
令
を
品
目
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
入
場
で
き
ま
す

女

単

き

公
明
選
挙
と
は
単
に
違
反
の

な
い
選
挙
を
す
る
と
い
ラ
だ
け

で
な
く

私
た
ち
の
代
表
に
ふ
さ

わ
し
い
立
派
な
候
補
者

を
私
た
ち
の
判
断
で
選

挙
す
る

と
い
ラ
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
公
明
選
挙
を
推

進
す
る
た
め
に
は
私
た
ち
一
人

f
¥
が
政
治
に
関
心
を
も
ち
、

選
挙
に
あ
た
っ
て
候
補
者
が
私

た
ち
代
表
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
人
で
あ
る
か
ど
う
か
見
究
め

と

し
よ
り
の
目

め

¥大た

A 
孟三ー

F

皆
さ
ん
御
承
知
の
如
く
九
月

十
五
日
は
「
と
し
よ
り
の
日
」

で
あ
り
ま
す
。

「
と
し
よ
り
」
を
大
事
に
す

る
度
合
で
そ
の
国
の
文
化
の
程

度
を
は
か
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
は
れ
て
い
ま
す
。

先
づ
国
が
「
と
し
よ
り
」
の

生
活
を
保
障
す
る
制
度
を
早
く

つ
く
る
事
が
当
然
で
あ
り
ま
す

が
、
と
れ
と
共
に
国
民
の
み
ん

な
で
「
と
し
よ
り
」
を
尊
敬
し

い
た
わ
り
の
心
を
も
っ
て
、

4

常

に
そ
の
幸
福
を
考
で
ま
た
「
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と
し
よ
り
」
と
若
い
者
は
、
互

に
協
調
、
お
互
の
立
場
を
尊
重

し
合
っ
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
明
る

い
社
会
が
建
設
さ
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

ζ

の
日
を
中
心
と
し
て
老
人

を
敬
う
諸
行
事
の
数
々
が
只
今

年
も
例
に
よ
っ
て
町
内
各
地
区

で
催
さ
れ
る
と
と

L

思
い
ま

す。
皆
さ
ん
の
お
家
庭
で
も
.
特

に
こ
の
日
は
家
中
そ
ろ
っ
て
、

「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

あ
り
が
と
う
」
の
気
持
で
と
し

よ
り
を
中
心
と
し
た
感
謝
の
一

日
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

周

氏

決
定

事
三
戸

さ
き
に
発
足
を
み
た
社
会
福

祉
協
議
会
婦
人
児
童
福
祉
部
会

初
の
会
議
が
去
る
八
月
三
十
日

午
前
九
時
よ
り
町
役
場
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

先
づ
部
会
長
に
小
泉
周
氏
副

都
会
長
大
野
雅
章
氏
を
選
任
後

左
記
事
業
計
画
を
審
議
し
た
。

-
V
Y
S
淫
動
の
指
導
育
成

2
児
童
遊
園
地
の
普
及
奨
励

3
長
欠
児
童
の
保
護

4
季
節
保
育
所
の
設
置
奨
励

5
里
親
の
開
拓
と
指
導

6
母
子
世
帯
の
援
護

7
身
体
障
害
者
に
対
す
る
援
護

白
界
か

ら

の

き

れ
し、
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(
八
口
月
盾
出
分
)

本
庁
分

長

女

新

子

長

男

正

則

四

男

忠

三

男

孝

二

男

久

雄

長

男

純

一

二
男
友
二
郎

三
男
友
三
郎

長

男

幹

男

三

男

高

信

長

女

智

文

喜
多
灘
分

二

男

守

長
女
き
よ
み

長

男

久

延

二

男

久

長
男
ひ
と
み

櫛
生
分

勝

利
正

男

大
和
分

康

志
千

年

仁
民
国

修

次

一

賢

教

一

頼
雄
一

白
滝
分
一

竹

侍

一

7

充
茂
一
'
ン

紀
代
美
一
ィ

美
穂
子
一
け

美
智
子

f
f

陽
子
ず
〆

V
出
生

木

下

高

雄

一
林
自
由
猪

一

油

近

志

一
徳
田
平
八
郎

一
稲
田
熊
男

一

新

盛

己

V
死
亡

二長
男男

二
男

長
男

三
男

二
男

長
男

三
男

四長長長五二
女女女女男男

本
庁
分

安
田

νグ
ル

石
田
カ
メ
ヨ

中
谷
愛
次
郎

川
井
松
太
郎

大

滝

莫

谷
本
ヨ
V

ヱ
害
喜
灘
分

中
伊
岩
五
郎

津

田

輝

雄

-
宝
生

玉
井

藤
間

櫛
生
分

正
男

出
海
分

ほ
ん
と
う
の
保
健
衛
生
的
環
境

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
鼻
か

ら
の
清
潔
と
は
と
り
も
直
さ
ず

臭
気
の
な
い
事
。
わ
れ
/
¥
は

「
き
れ
い
な
こ
と
」
と
云
っ
て
一
臭
気
の
追
放
も
保
健
衛
生
の
一

も
色
と
り
ん
¥
と
い
う
意
味
で
一
つ
の
要
素
と
し
て
考
え
た
い
も

は
な
い
。
英
語
で
云
え
ば
グ
久
一
の
で
あ
る
。
観
光
に
や
の
J

て
来

l
y
、
つ
ま
り
「
清
潔
」
e

ど
い
一
た
あ
る
外
国
人
が
「
日
本
で
は

う
こ
と
。
こ
れ
は
保
健
衛
生
よ
一
ど
こ
の
家
に
行
っ
て
も
便
所
の

ゆ
る
が
せ
に
出
来
な
い
一
つ
の
一
あ
り
か
に
ま
ご
つ
く
事
は
な
い

要
素
で
怠
る
。
し
か
し
「
清
潔
一
く
さ
い
?
方
え
行
け
ば
か
な
ら
ず

一
と
い
う
と
わ
れ
/
¥
は
と
か
γ

↑
あ
る
」
と
云
っ
た
と
か
、
長
年

く
見
た
限
の
き
れ
い
さ
ば
か
攻
、
一
な
じ
ん
で
来
た
先
祖
伝
来
の
臭

考
え
勝
マ
あ
る
が
、
き
れ
い
ざ
一
気
で
は
あ
る
が
こ
の
辺
で
そ
ろ
小
西
ナ
ト
リ

は
限
の
み
で
は
無
い
、
ー
か
ら
一
/
¥
と
の
臭
気
と
お
別
れ
す
る
泉
隆
街

も
鼻
か
ら
も
き
れ
い
で
な
け
れ
一
方
法
等
考
え
て
見
て
も
よ
い
時
干
大
諮
高
則

ば
真
の
「
清
潔
」
す
な
は
一
ち
、
一
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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大
和
分

康
男

白
滝
分
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